
 I D � 1888人権コラム　　心、豊かに

問人権啓発センター☎㉒８０１７（市役所地下）

日田市長
椋野美智子

市長コラム 虫の目と鳥の目と魚の目と

子子育てを応援育てを応援！！児童館児童館・支援施設支援施設

天瀬児童館天瀬児童館
☎℻�８９２２
午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館、祝日開館

スマイルスマイル
（ひのくま子育て支援センター）

☎℻㉒７５６５
午前９時30分～午後０時30分
午後１時～３時
土・日曜日、祝日休館

子育てフレンズ『ぽけっと』子育てフレンズ『ぽけっと』
（丸の内子育て支援センター）

☎㉓１８９０ ℻㉘５１５５
午前９時30分～午後０時30分
午後２時～４時
土・日曜日、祝日休館

★事前予約必要 ♣小学生対象 ♥乳幼児対象

児童館・支援施設の利用には、年１回登録申請書を提出してください。

 I D � 1888

大山児童館大山児童館
☎℻�２９０１
午前９時15分～午後５時
月・日曜日休館、祝日開館

中央児童館・チャイルドプラザ中央児童館・チャイルドプラザ
☎㉗６４０６ ℻㉗６４１６
午前９時～午後５時30分
月曜日休館、祝日開館

チャイルドプラザで
行っていた託児や
行事等は、６月から

中央児童館で行っています
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その「立ち位置」は誰のため？

99月の主な催し月の主な催し

3 2

　そのなかで、老朽化するインフラを維持更新し、今後と
も安定的に市民にサービスを提供するためには、業務の
効率化が不可欠です。
　市では、ドローンを使った橋梁点検を始めました。
　また、事業の「包括的民間委託」も検討を始めました。

「包括的民間委託」は、個々の業務契約を一括りにし、ま
た複数年にまたがるものにして、市及び民間事業者双方
の業務の効率化を図るものです。それを「水道事業の民
営化」と誤解して心配する市民の方からの声をいただきま
した。
　水道事業を「民営化」する考えはありません。利用料金
も重要な計画も市が決めますし、水質も市が責任をもって
管理します。業務の一部
は従来方式を維持します。
　市民の安全安心の確保
は市政の基本です。今後
ともしっかり取り組みます。

　熊本地震から1か月がたちました。亡くなられた方をお
悔みし、被災された方に心からお見舞い申し上げます。
　日田市では、支援のために義援金の受付をし、発災直
後から職員の派遣に取り組んでいます。派遣は消防、土木、
建築など技術職の要請が多く、大規模な断水への対応の
ための漏水調査及び修理は、市と民間事業者の職員がペ
アを組んで出向いています。
　災害対応では特に技術職員が必要となりますが、その確
保は行政、民間事業者を問わず、どこの地域でも課題です。
　日田は職人さんのまち。ものづくりの技術は日田の魅力
の一つです。子どもたちに技術職を目指してもらうために、
日田市では、今年4月に県や建設業協会と一緒に「土木未
来（ときめき）塾」を設立し、土木の仕事の魅力を子どもた
ちに伝える取り組みを始めました。できたら、地面に穴を掘っ
たり、水を流したり、秘密基地を作ったり、ものづくりの楽し
さを子どもたちが体験できる場もほしいと思っています。
　それでも、残念ながら、若年人口の減少で技術者は減
少します。

技術の継承と効率化

★♣チャレンジキッズ　５日㈯　13：30～
★♥わくわく製作　10日㈭・11日㈮　10：30～
◦おもちゃ病院　16日㈬　10：00～15：00
♥おはなし会　18日㈮　11：00～
★♥おとあそび　25日㈮　11：00～

★ママヨガ　９日㈬　1０：15～11：00
★ニューボーンフォト　17日㈭　10：00～
※中央児童館との合同行事です。

◦敬老の日プレゼント作り
　♥10日㈭　10：30～11：30
　♣12日㈯　10：30～11：30
◦おはなし会
　♥17日㈭　10：30～
　♣26日㈯　10：30～

★いやしのアロマヨガ
　９日㈬　10：00～11：00
◦新聞紙あそび　10日㈭　10：30～11：00
★汗ふきシート作り　18日㈮　10：30～11：00
◦リトミック　29日㈫　11：30～12：00

★世代間交流～昔の遊び　※限定７世帯。
　10日㈭　10：00～12：00
◦ぐるぐるマーケットinみそら会マルシェ
　19日㈯　10：00～15：00
★ベビマチカフェ（プレママ・プレパパ）　
　26日㈯　13：30～15：30　予約はこちら▶

♣レクリエーション　５日㈯　10：30～
♥おはなし会　９日㈬　10：30～
◦敬老の日プレゼント作り
　♥16日㈬　10：30～11：30
　♣19日㈯　10：30～11：30

　通勤ラッシュの電車内、乗降口のドア横のスペースに「ま
るで動かない人」。その動かない姿を神社の狛犬になぞら
え、電車内のこの空間をネット上では「狛犬ポジション」と呼
んでいます。日常的に見られる些細な光景（不動の姿勢）
かもしれませんが、そこには向き合うべき人権の課題が隠れ
ています。

　ドア横のスペースは、乗客がスムーズに出入りするための
重要な動線。ここが滞留してしまうと杖を使う人、妊婦、ベビー
カーや車いすの利用者、あるいは視覚障がいのある人など、
移動に困難を抱える人への影響は想像以上に大きなものが
あります。物理的な壁により乗降の際の転倒リスクや心理
的な不安が増幅し、周囲の助けを待つか遠回りを余儀なく
され、スムーズな移動による「命の安全」や「尊厳」が断ち切
られてしまいます。

　ただ、動かない人の多くは悪意を持ってその場所に留まっ
ているわけではありません。スマートフォンに集中している、
もしくは日頃の疲れが蓄積し周囲への注意力が散漫になっ
ているのかもしれません。

　それでも、自分（動かない人）にとっての快適な立ち位置
が、結果として他者の移動の自由や安全に移動する権利を
妨げており、公共空間を構成する一員としての責任に対する

「無自覚性」に気づくことが必要です。

　もちろん、誰しもが常に完璧な配慮をできるわけではあり
ません。体調不良や外見からは、うかがい知れない事情が
ある動かない人を「思いやりがない」と切り捨てることは新た
な分断を生むことになります。社会が目指すべきは、特定
の行為を糾弾することではなく、「互いの困難を想像し合え
る文化」を育むことです。

　「自分が動くことで、誰かが少しだけ楽になるかもしれない」。
そんなささやかな想像力が重なり合えば、公共空間はもっと
優しく、誰もが安心して利用できる場所に変わるはずです。


